
広報いいで 2020/３/121

写真／�出荷に向け、丁寧に花の寄せ植えを
行う井上侑太さん（添川）



広報いいで 2

飯豊町では、SDGs 未来都市の選定を受けています。
SDGs をより身近に感じていただくために、各記事に関連する目標
のアイコンを付けています。

飯豊町は「日本で最も美しい村」連合に加盟しています。
これからも美しい景観と里山文化に磨きをかけていきます。

飯豊町プロモーション映像を公開しています。
携帯電話またはスマートフォンでＱＲコードを読み取っていただく
と、映像にリンクします。

広報いいで 目次 ３
2020

厳選した花の鉢植えを紹介してくれた井上侑太さん（添川）

　２月28日、添川にある
井上園芸を訪れると、熱心
に花と向き合う井上侑太さ
んの姿がありました。
　侑太さんは、山形県立農
林大学校を卒業後、東京の
花卉市場で研鑽を積み、実
家である井上園芸で花卉の
仕事に従事しました。最盛
期には15種類ほどの花を
栽培し、10万株もの花を
出荷するそうです。この日
は、春に出荷される花を厳
選し、鉢植えを作っていま
した。
　皆さんも、町内産の心を
込めて栽培された花で、特
別な時間を彩ってみてはい
かがでしょうか。

春を迎える

今月の
表　紙

03 第40回中津川雪祭りさわやかクラブ閉講式

04 第５次飯豊町総合計画策定途中経過を報告します

06 令和元年度全国健康づくり推進学校表彰事業飯豊町立第一小学校が最優秀校に輝く

08 まちかどNEWS

10 子育てファイル／あ～す図書室情報

11 いいで・ヘリテイジ／町長の見て歩き

12 健康 ikiiki プラス

13 高齢者を中心としたサロン活動実施地区を募集します!!／町民川柳

14 暮らしの情報／戸籍の窓／人の動き／編集後記

16 私と SDGs～持続可能な私の取り組み～



広報いいで 2020/３/123

さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
閉
講
式

　
３
月
２
日
、
添
川
温
泉
し
ら
さ
ぎ
荘
で
、

令
和
元
年
度
「
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
閉
講
式
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
（
宇
津
木
良
子
会
長
）

は
、
手
ノ
子
・
高
峰
地
区
の
女
性
で
組
織
す

る
婦
人
教
室
で
、
手
ノ
子
幼
稚
園
と
の
交
流

事
業
や
地
区
文
化
祭
の
展
示
品
作
り
、
西
部

地
区
公
民
館
で
行
わ
れ
る
各
種
事
業
へ
の
協

力
な
ど
、
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
様
々
な
活

動
を
行
っ
て
い
る
組
織
で
す
。

　
こ
の
日
は
、
横
山
昇
一
西
部
地
区
公
民
館

長
か
ら
公
民
館
で
行
わ
れ
た
事
業
へ
の
協
力

に
対
し
て
労
い
の
言
葉
が
あ
り
、
令
和
元
年

度
の
活
動
を
振
り
返
り
、
会
員
同
士
の
懇
親

を
深
め
ま
し
た
。

　
宇
津
木
会
長
に
活
動
を
振
り
返
っ
て
も
ら

う
と
「
そ
れ
ぞ
れ
家
庭
で
の
仕
事
も
あ
り
忙

し
い
中
で
、
活
動
を
見
合
わ
せ
た
方
が
い
い

の
で
は
と
話
を
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か

し
、
活
動
を
継
続
し
、
皆
さ
ん
と
顔
を
合
わ

せ
て
一
緒
に
活
動
を
す
る
こ
と
で
、
元
気
に

な
り
ま
し
た
ね
。
地
域
づ
く
り
に
お
い
て
も
、

こ
う
い
っ
た
集
ま
る
場
が
楽
し
み
や
生
き
が

い
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
次
年
度
も
楽

し
み
な
が
ら
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

手ノ子幼稚園クリスマス会に参加して園児と交流

地区文化祭の展示品作りの様子

第
40
回
中
津
川
雪
祭
り

　
２
月
22
日
、
第
40
回
中
津
川
雪
祭
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
外
か
ら
約
３
０
０
名

を
超
え
る
方
々
が
、
会
場
と
な
っ
た
旧
中
津

川
小
中
学
校
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
記
録
的
な
少
雪
で
大
型
雪
像
の
制
作
が
見

送
ら
れ
る
な
ど
規
模
は
縮
小
さ
れ
ま
し
た
が
、

巨
大
滑
り
台
や
ス
カ
イ
ラ
ン
タ
ン
、
打
ち
上

げ
花
火
な
ど
、
参
加
者
を
楽
し
ま
せ
る
内
容

が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
雪
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。

　
巨
大
滑
り
台
は
高
さ
約
５
メ
ー
ト
ル
、
長

さ
は
約
20
メ
ー
ト
ル
で
作
ら
れ
、
そ
の
迫
力

に
参
加
者
は
歓
声
を
上
げ
な
が
ら
次
々
と
滑

り
ま
し
た
。
ま
た
、
例
年
好
評
の
ス
カ
イ
ラ

ン
タ
ン
で
は
、
夜
空
に
浮
か
ぶ
幻
想
的
な
明

り
で
訪
れ
た
方
々
を
魅
了
し
ま
し
た
。
制
作

が
見
送
ら
れ
た
大
型
雪
像
の
代
わ
り
に
、
地

区
住
民
の
皆
さ
ん
が
ス
ノ
ー
ラ
ン
タ
ン
を
作

成
し
、
会
場
の
雰
囲
気
を
よ
り
盛
り
上
げ
て

い
ま
し
た
。

　
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
亜
細
亜
大
学
の
学
生
が
参
加
し
、
地

区
の
子
ど
も
た
ち
と
「
パ
プ
リ
カ
」
の
歌
に

合
わ
せ
て
一
緒
に
ダ
ン
ス
を
披
露
し
た
り
も

し
ま
し
た
。
他
に
打
ち
上
げ
花
火
も
行
わ
れ
、

フ
ィ
ナ
ー
レ
の
さ
い
ぞ
う
笑
い
で
は
、
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

ボランティアの学生とダンスを披露する中津川地区の子どもたち

夜空を彩ったスカイランタン

Topics 町の話題



広報いいで 4

　
町
で
は
、
現
在
の
「
第
４
次
飯
豊
町
総
合

計
画
」
が
令
和
２
年
度
で
終
了
す
る
こ
と
か

ら
「
第
５
次
飯
豊
町
総
合
計
画
」
を
策
定
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
総
合
計
画
策
定
に
併
せ

て
、
地
域
住
民
が
主
体
と
な
り
自
分
の
地
域

の
計
画
「
地
区
別
計
画
」
も
同
時
に
策
定
し

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
８
月
４
日
に

「
い
い
で
の
未
来
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
行
っ
て
以
降
、
そ
れ
ぞ
れ
委
員
会
を
組
織

し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
行
い
な
が
ら

計
画
づ
く
り
を
進
め
て
来
ま
し
た
の
で
現
在

の
進
捗
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「いいでの未来を考えるシンポジウム」には多くの町民が参加

■
い
い
で
の
未
来
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　

�　
８
月
４
日
、
町
民
総
合
セ
ン
タ
ー
「
あ

～
す
」
に
お
い
て
「
い
い
で
の
未
来
を

考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 　
～
計
画
策
定

キ
ッ
ク
オ
フ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
～
」
を
開
催

し
ま
し
た
。
約
１
０
０
名
の
皆
さ
ん
に
参

加
い
た
だ
き
、
講
演
会
や
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
ま

ち
づ
く
り
の
方
向
性
や
地
区
別
計
画
策
定

の
進
め
方
な
ど
に
つ
い
て
確
認
し
合
い
ま

し
た
。

■
基
本
構
想
策
定
委
員
会

　

�　
町
民
代
表
５
名
、
大
学
教
授
１
名
、
役

場
職
員
12
名
で
組
織
し
て
い
ま
す
。
基
本

構
想
策
定
委
員
会
は
、
総
合
計
画
の
柱
と

な
る
基
本
理
念
や
町
の
将
来
像
を
検
討
す

る
委
員
会
で
、
こ
れ
ま
で
２
回
委
員
会
を

開
催
し
、
理
念
に
盛
り
込
み
た
い
視
点
や

方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
て
き
ま
し

た
。

　

�　
第
４
次
総
合
計
画
で
掲
げ
る
基
本
理
念

「
共
生
と
自
立
、
そ
し
て
新
た
な
躍
動
」、

基
本
目
標
「
田
園
の
息
吹
が
暮
ら
し
を
豊

か
に
す
る
ま
ち
」
を
踏
襲
し
な
が
ら
、
今

後
新
た
な
10
年
の
基
本
理
念
・
目
標
に
つ

い
て
、
現
在
最
終
調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
■
基
本
計
画
策
定
委
員
会

　

�　
町
民
代
表
19
名
、
役
場
職
員
12
名
で
組

織
し
て
い
ま
す
。
基
本
計
画
策
定
委
員
会

は
、
基
本
理
念
や
町
の
将
来
像
を
達
成
す

る
た
め
、
大
枠
の
柱
を
検
討
す
る
委
員
会

で
、
こ
れ
ま
で
４
回
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

　
�　

新
た
な
総
合
計
画
で
は
、
町
総
合
戦
略

に
掲
げ
る
〝
５
つ
の
種
〟（
人
を
は
ぐ
く

む
種
、
縁
を
つ
む
ぐ
種
、
郷
土
を
た
が
や

す
種
、
世
代
を
つ
な
ぐ
種
、
可
能
性
を
ひ

ら
く
種
）
に
ち
な
み
、
大
き
く
５
つ
の
基

本
計
画
と
す
る
予
定
で
す
。
委
員
会
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
５
つ
の
部
会
に
分
か
れ
、
分
野

ご
と
の
課
題
抽
出
や
将
来
像
な
ど
に
つ
い

て
意
見
を
出
し
て
い
た
だ
き
、
現
在
最
終

調
整
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
地
区
別
計
画
策
定
員
会

　

�　
「
地
区
別
計
画
」
は
、
地
域
住
民
が
主

体
と
な
り
策
定
す
る
自
分
の
地
域
の
計
画

で
あ
り
、
他
市
町
に
は
な
い
本
町
ま
ち
づ

く
り
の
最
大
の
特
徴
の
一
つ
で
す
。
地
域

か
ら
推
薦
を
受
け
た
皆
さ
ん
、
役
場
地
区

担
当
職
員
、
集
落
支
援
員
の
総
勢
１
８
９

名
か
ら
な
る
委
員
会
で
、
町
内
９
地
区

（
中
、
萩
生
、
黒
沢
、
椿
、
東
部
、
小
白

川
、
手
ノ
子
、
高
峰
、
中
津
川
）
に
分
か

れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
抱
え
る
課
題

の
抽
出
や
地
域
の
宝
、
地
域
の
将
来
像
な

ど
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
検
討
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
３
回
全
体

会
を
開
催
し
た
ほ
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で
個
別
に
会
議
を
開
催
い
た
だ
き
な
が
ら

現
在
計
画
を
策
定
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

活発な議論を交わす基本計画策定委員会の様子

高峰地区のワークショップの様子

第
５
次
飯
豊
町
総
合
計
画
策
定

途
中
経
過
を
報
告
し
ま
す



広報いいで 2020/３/125

■
中
学
生
ア
ン
ケ
ー
ト

　

�　
現
在
策
定
中
の
第
５
次
飯
豊
町
総
合
計

画
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
10
年
間
の
計
画

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
計
画
期
間
中
に
成

人
を
迎
え
、
将
来
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
に

な
る
で
あ
ろ
う
飯
豊
中
学
校
生
徒
の
皆
さ

ん
に
、
町
の
こ
と
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機

会
と
す
る
た
め
、
ま
た
、
こ
れ
か
ら
を
担

う
若
い
皆
さ
ん
の
想
い
や
意
見
を
計
画
に

反
映
す
る
こ
と
を
目
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
ま
し
た
。
１
～
３
学
年
１
７
３
名

に
回
答
い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Q.飯豊町は住みやすいですか？

Q.あなたは、将来どこに住みたいですか？Q.�あなたが住んでいる地区やまちづくり、地域活動
などに関心がありますか？

住みやすい　34.3％

どちらかといえば
住みやすい

48.5％

どちらかといえば
住みにくい

16.0％

不明　1.2％

関心がある
15.4％

少し関心がある
40.8％

どちらともいえない
28.4％

あまり関心がない
11.2％

関心がない　3.6％ 不明　0.6％ 今の場所で暮らし続けたい
11.2%

町内の他の場所
で暮らしたい

4.7%

一度は町を出ても、再び今
の場所に戻って暮らしたい

37.3%

一度は町を出ても、再び町内の
他の場所に戻って暮らしたい

10.7%

町を出て、町に戻
らずに暮らしたい

35.5%

不明　0.6％

Q.�飯豊町の「良いところ」と「悪いところ」を教えてください（自由記載）

良いところ…「自然の豊かさ」が圧倒的に多く、次いで、「人の良さ」「治安の良さ」などを記載する生徒が多かった。
悪いところ…�「商店の少なさ」が圧倒的に多く、次いで「遊び場」「運動場」の少なさについての記載が多かった。

世代ならではの「歩道」「防犯灯」の少なさや「交通の不便さ」を指摘する声もあった。

Q.�何でも自由に記載してください（※抜粋、簡略化しました）
◦ボランティア活動を町民みんなで　　◦景観・自然に配慮した上で商店を増やしてほしい
◦みんなが楽しく安全に生活できる町に、そのために私たちも考えてみたい
◦地域で交流できる活動・場所があればよい　　◦国内外からたくさんの観光客が来て栄える町に
◦遊ぶ場所、コンビニ、カフェ、洋服屋が欲しい　　◦素晴らしい美しい景色を後世へ
◦自然と工業のバランスが良く保てる町に　　◦もっと仕事を増やして人口を増やす取り組みを
◦自然を大切にしながら先端技術も取り入れて　　◦みんなが参加できるイベントを増やして
◦他の町の自然が減っても飯豊町の自然だけは残してほしい　　◦地球温暖化を考えエコな生活を
◦若者が県外に行かないように　　◦若い人もお年寄りもみんな平等に住みやすい町を
◦子どもを増やすために若者が住みやすい町に　　◦地域のまつりや行事に積極的に参加すべき

素晴らしいご意見をたくさんいただきました。飯豊中学校の生徒の皆さんありがとうございました。

◆問合せ先／役場企画課総合政策室☎87-0521



広報いいで 6

　
飯
豊
町
立
第
一
小
学
校
が
、
令
和
元
年
度

全
国
健
康
づ
く
り
推
進
学
校
表
彰
事
業
（
主

催
：
公
益
財
団
法
人
日
本
学
校
保
健
会
）
に

お
い
て
、
小
学
校
の
部
「
最
優
秀
校
」
に
輝

き
ま
し
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
学
校
と
家
庭
、
地
域
社
会

と
連
携
を
図
り
積
極
的
に
健
康
づ
く
り
を
推

進
し
、
そ
の
取
り
組
み
や
成
果
が
特
に
優
秀

な
学
校
が
表
彰
を
受
け
る
も
の
で
す
。
１
月

25
日
に
東
京
都
の
日
本
医
師
会
館
で
表
彰
式

が
行
わ
れ
、
平
田
校
長
と
浅
田
養
護
教
諭
が

出
席
し
ま
し
た
。
２
月
25
日
に
後
藤
町
長
に

受
賞
の
報
告
に
訪
れ
、
平
田
校
長
は
「
校
是

で
あ
る
『
美
し
い
心　
丈
夫
な
体
』
を
体
現

す
る
た
め
に
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
が
今
ま

で
取
り
組
ん
で
き
た
成
果
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
述
べ
ま
し
た
。
浅
田
養
護
教
諭
は

「
学
校
保
健
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
、
学

校
と
家
庭
、
地
域
の
連
携
が
強
化
で
き
ま
し

た
。
町
内
の
小
中
学
校
で
実
践
し
て
い
る

『
立り

つ
よ
う腰
』（
腰
の
骨
を
起
こ
し
た
姿
勢
に
な

る
こ
と
で
学
習
の
構
え
を
つ
く
り
体
幹
も
鍛

え
る
と
い
う
取
り
組
み
）
は
、
も
と
も
と
は

第
一
小
学
校
の
取
り
組
み
が
評
価
を
受
け
、

町
内
に
広
が
っ
て
い
っ
た
も
の
で
す
。
他
に

は
、
３
年
生
が
２
年
生
へ
食
事
の
立
腰
を
教

え
た
り
、
２
年
生
が
１
年
生
へ
手
洗
い
や
う

が
い
の
仕
方
を
教
え
る
な
ど
『
じ
り
つ
活

動
』
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
」
と
表
彰
の

対
象
と
な
っ
た
活
動
に
つ
い
て
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
後
藤
町
長
は
「
全
国
の
国
公
私
立
の
小
学

校
の
取
り
組
み
事
例
が
審
査
の
対
象
と
な
る

中
で
、
最
優
秀
校
と
い
う
素
晴
ら
し
い
成
績

を
お
さ
め
た
こ
と
は
、
町
と
し
て
も
大
変
名

誉
な
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
第
一
小
学
校
だ
け

の
取
り
組
み
に
す
る
の
で
は
な
く
、
ぜ
ひ
他

の
学
校
や
地
域
、
家
庭
に
向
け
て
発
信
し
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
に
労
い
の
言
葉
を
掛
け
、
今
後
の
更
な
る

飛
躍
を
願
い
ま
し
た
。

令
和
元
年
度
全
国
健
康
づ
く
り
推
進
学
校
表
彰
事
業

飯
豊
町
立
第
一
小
学
校
が
最
優
秀
校
に
輝
く

受賞の報告に訪れた平田校長（中央）、浅田養護教諭（右）

健
康
づ
く
り
と
集
中
力
向
上
に

向
け
た
「
立
腰
指
導
」
の
充
実

じ
り
つ
を
め
ざ
し
た
「
じ
り
つ

リ
ー
ダ
ー
活
動
」・「
じ
り
つ
活
動
」

　
特
徴
的
な
活
動
と
し
て
、
健
康
教
育
で
学

ん
だ
上
級
生
が
下
級
生
に
教
え
る
活
動
が
あ

り
ま
す
。
教
え
る
活
動
を
「
じ
り
つ
リ
ー

ダ
ー
活
動
」、
教
わ
る
活
動
を
「
じ
り
つ
活

動
」
と
呼
び
、
学
年
別
の
テ
ー
マ
に
よ
り
、

第
一
小
学
校
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
テ
キ
ス
ト
を
使

用
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
５
月
に

行
わ
れ
た
「
正
し
い
鉛
筆
や
箸
の
持
ち
方
」

の
「
じ
り
つ
リ
ー
ダ
ー
活
動
」
で
は
、
５
年

生
と
６
年
生
が
テ
キ
ス
ト
を
参
考
に
し
な
が

ら
や
さ
し
く
丁
寧
に
下
級
生
に
鉛
筆
や
箸
の

持
ち
方
を
教
え
ま
し
た
。
こ
の
活
動
を
通
し

て
６
年
生
か
ら
は
「
教
え
る
だ
け
で
は
な
く
、

鉛
筆
や
箸
を
正
し
く
持
つ
よ
う
に
自
ら
実
行

し
て
い
き
た
い
」
な
ど
の
感
想
が
見
ら
れ
、

児
童
自
ら
が
進
ん
で
取
り
組
ん
で
い
る
様
子

が
う
か
が
え
ま
し
た
。

「じりつ活動」で、５・６年生から鉛筆と箸の持ち方を学ぶ低学年の児童たちの様子

学校保健委員会の様子
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健
康
づ
く
り
と
集
中
力
向
上
に

向
け
た
「
立
腰
指
導
」
の
充
実

バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
運
動
に
よ
る
体
得

　

�　
第
一
小
学
校
で
は
、
立
腰
や
鉛
筆
の
持

ち
方
を
指
導
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
集
中

力
」「
持
続
力
」「
や
る
気
」「
体
力
」
を

育
て
て
い
ま
す
。
良
い
姿
勢
で
あ
る
立
腰

を
指
導
し
て
も
、
腰
骨
の
立
て
方
が
わ
か

ら
な
い
子
ど
も
達
が
多
く
、
体
得
さ
せ
る

こ
と
が
必
要
と
い
う
課
題
が
見
つ
か
り
、

平
成
30
年
度
か
ら
「
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
運

動
」
を
全
校
で
取
り
組
み
ま
し
た
。
自
分

で
自
分
の
体
を
支
え
る
体
づ
く
り
と
あ
き

ら
め
な
い
前
向
き
な
気
持
ち
づ
く
り
が
す

す
み
ま
し
た
。

教
室
で
の
「
立
腰
指
導
」

　

�　
「
立
腰
」
の
指
導
を
し
て
５
年
目
と
な

り
、授
業
中
、腰
骨
を
起
こ
し
て
「
立
腰
」

の
姿
勢
に
な
る
こ
と
で
学
習
の
構
え
を
つ

く
り
、
体
幹
も
鍛
え
て
い
ま
す
。
毎
日
の

学
習
時
の
指
導
と
年
２
回
の
全
校
指
導
を

実
施
し
、
児
童
の
意
識
が
高
ま
り
ま
し
た
。

　

�　
保
健
室
で
は
、
個
別
指
導
を
行
い
家
庭

と
連
携
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

全
町
へ
の
広
が
り

　

�　
第
一
小
学
校
の
取
り
組
み
が
町
内
の
小

中
学
校
に
も
広
が
り
、
飯
豊
町
教
育
研
究

所
が
「
立
腰
」
の
ポ
ス
タ
ー
を
つ
く
り
、

町
内
小
中
学
校
の
教
室
に
貼
っ
て
町
内
が

一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

「立腰」全校指導の様子 バランスボールを使用して立腰を覚える１年生の児童たち

肥
満
予
防
、
解
消
に
向
け
た

「
一
っ
子
セ
ミ
ナ
ー
（
肥
満
予

防
教
室
）
の
取
り
組
み
」

　「
一
っ
子
セ
ミ
ナ
ー
」
で
は
、
盛
岡
大
学

の
協
力
を
得
て
行
っ
た
食
事
指
導
、
バ
ラ
ン

ス
ボ
ー
ル
指
導
者
が
行
う
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル

運
動
、
保
護
者
や
教
職
員
が
運
動
指
導
を
行

い
ま
し
た
。
対
象
は
、
校
医
の
指
導
助
言
を

受
け
た
肥
満
度
20
％
以
上
の
希
望
す
る
児
童

と
そ
の
保
護
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。
放
課
後

か
ら
17
時
30
分
ま
で
、
年
18
回
程
度
取
り
組

み
ま
し
た
。
ま
た
年
３
回
「
親
子
一
っ
子
セ

ミ
ナ
ー
」
を
実
施
し
、
家
庭
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
対
象
と
な
っ
た
児
童
の
ほ
ぼ
全
員

が
肥
満
度
を
下
げ
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
、

成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

盛岡大学の協力を得て実施した食事指導の様子

バランスボール運動に取り組む児童たち
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まちかどニュースは、皆さんの広場です。
地域のできごとやご意見などお気軽にお寄せください。

役場企画課情報推進室まで（直通 87-0522）

　２月１日、町民総合センター「あ～す」において、
飯豊学講座座談会「飯豊町の３つの文化圏と歴史文化
遺産の未来像」が開催されました。町歴史文化基本構
想の策定記念事業として行われたもので、策定に関
わった方々がパネリストとなり、これまでの仏像の
修復作業の様子や経過などを発表しました。
約60人が参加し、地域の歴史文化を守り、
継承していく機運を高めました。

飯豊史話会・町教育委員会共催 飯豊学講座 座談会

地域の歴史文化を守る

　２月23日、白椿地区公民館において、しろつばき
雪ないまつりが行われました。少雪の影響により屋内
での開催となったもので、椿・小白川両地区の住民が
工夫を凝らして公民館と体育館を装飾し、幻想的な光
の演出を行いました。また、甘酒の振る舞いやゲーム
コーナーなども催され、賑やかな雰囲気に
包まれました。訪れた両地区の住民たちは
口々に「きれい」「心が落ち着く幻想的な
光ですね」などと見とれていました。

しろつばき雪ないまつり

幻想的な光を楽しむ

　２月26日、第一小学校から町社会福祉協議会（伊
藤榮造会長）に歩行器が贈呈されました。同校ボラン
ティア委員会が中心となり児童の家庭などからアルミ
缶131キロを集め、歩行器を購入したものです。ボラ
ンティア委員会副委員長の長岡恭甫君は「みんなで
頑張って空き缶を集めました。大事に使っ
てください」と、伊藤会長に手渡しました。
歩行器は、同協議会のデイサービスセン
ターで活用されます。

第一小学校　歩行器贈呈式

空き缶131キロを集め、歩行器に
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　萩生区協議会では、宝くじの受託事業収入を財源と
したコミュニティ助成事業を活用し、荒獅子まつりで
使用する「かがり火13脚、獅子幕１式、警護羽織２着、
烏帽子６頭、胡床８脚」を整備しました。人口減少・
高齢化に悩む昨今、地区の伝統文化を絶やさず継承し
てもらいたいという地区民全員の想いから
実現したものです。備品は、萩生荒獅子ま
つりで大切に使用されていく予定です。

萩生区協議会が「萩生荒獅子まつり」の備品を整備

伝統を継承していくために

　２月３日、西部地区公民館において、さわやかクラ
ブ料理教室が行われました。役場健康福祉課職員を招
き、料理教室を通じて減塩の方法や低栄養を予防する
食事の作り方を学ぼうと実施したものです。27名が
参加し、料理教室の他に、保健師から「健康寿命ロコ
モにならないために」と題した講話を聞き、
運動器を衰えさせないロコモ予防運動の仕
方なども学びました。

さわやかクラブ料理教室

健康でいきいきと生活していくために

　２月８日、中部地区公民館において、みそ餅作りが
行われました。郷土料理である「みそ餅」を伝承料理
として子どもたちに知ってもらおうと、萩生食改の
方々と中部地区公民館が中心となり実施したものです。
この日は８名の子どもが参加し、初めて体験するみそ
餅作りに興味深々で、目を輝かせて取り組
みました。出来上がったみそ餅は、持ち帰
りお家の方々とおいしくいただきました。

News 町の話題

みそ餅作り

郷土の味覚を学ぶ

2/26

白椿子ども育成会子どもまつり
（白椿地区公民館）

2/23 2/9

西部スキー教室閉講式・餅の会
（西部地区公民館）

ペットボトルキャップ寄託
（第一小学校）
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あ～す

図書 報情室

こどもみらい館からのお知らせ

●こどもみらい館　☎72­­­―3336 
開館日／火曜日から土曜日　休館日／月曜日、日曜日、祝日
利用時間／ 8：30～ 12：00、13：00～ 17：00

　町内に在住の方で、小学校入学前のお子
さんの写真掲載を希望される方は、メール
（iide-info@town.iide.yamagata.jp）に
名前・性別を記入して送付ください。
●問合せ先
　役場企画課情報推進室
　☎87―0522 

メ ー ル
送 信 用
QRコード

たかはし ちひろ ちゃん

わたなべ みゆ ちゃん

３月の開館日　■は閉館日
日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
８ ９ 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31
開館時間９：00～ 17：00

飯豊町
町民総合センター
「あ～す」図書室
☎ 72–3111

今月のおすすめの本
一般図書

児童図書

清明 
今野敏／著　出版／新潮社 (隠蔽捜査８)

神奈川県警刑事部長に着任した異色の警
察官僚・竜崎伸也に、警視庁との軋轢、
公安と中国の巨大な壁が立ちはだかる。
一方、妻の冴子が交通事故を起こしたと
いう一報が…。『小説新潮』連載を単行
本化。

ウソつきないきもの図鑑
来栖美憂／著　出版／青春出版社

アリに化けるクモ、花にしか見えないカ
マキリ…。別のものになりすましたり、
罠をしかけたり、巧妙に隠れたり、生き
物たちがしかける驚きの生き残り戦略
「擬態」の面白さ、命のすばらしさをイ
ラストとともに伝える。

新　着　図　書

今 月 の 展 示 コ ー ナ ー

新　着　児　童　書

山岳捜査

はじめて読む終活
の基礎知識

笹本稜平／著

河崎康次／著

もしものせかい  

エブリスタ／編

ヨシタケシンスケ／著

　３月の展示コーナーは、春
を迎える準備や新生活を応援
する情報を紹介します。

Child & Book子育てと図書

しまぬき えいた くん

　今年度は、大勢の方に子育て支援センターに来
ていただいて、共にお子さんの成長を喜び合い、
楽しい一年を過ごす事ができました。ご来館あり
がとうございました。
　４月からは、保育園などに通い始めるお友だち
も多くいらっしゃると思いますが、お子さんの大
きな一歩をしっかり見守ってあげてくださいね。
　みなさんの健康とお子さんの健やかな成長を応
援しています。

※�新型コロナウイルスへの感染予防のため、３月
２日から当面の間休館となり、予定していた行
事も中止となります。新型コロナウイルス感染
症の終息を願い、１日でも早く皆さんとお会い
できることを心待ちにしています。

5 分後に謎解きの
ラスト
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飯
産
豊
遺

─中津川ジオサイト④─
　今回は中津川ジオサイトから「化

か

石
せき

分布地」をご紹
介します。
　飯豊町では、手ノ子から中津川の各所で化石が採
掘できます。飯豊町から見つかるのは、600～850万
年前の化石で、浅

せんかい

海に棲む貝や植物の化石が採取でき
ます。この時代の生物は現在の生物と形が変わりま
せん。6550万年前に絶滅したアンモナイトや恐竜、
２億5100年前に絶滅した三

さんよう

葉虫
ちゅう

のような古
こ

生
せい

代
だい

の生
物の化石は飯豊町では確認されていません。
　化石は白っぽい岩石の中から採掘されます。600～
850万年前、飯豊町周辺は浅海で、周囲に活動が盛ん
な火山がたくさんありました。このような火山からは
火山灰が大量に噴出しました。火山灰は浅い海に堆積
し、そこにいた生物を覆い尽くしました。その生物が
化石として採掘されているのです。化石が出土する岩
石が白いのは、もとは火山灰だからです。
　以前は県道４号線沿いのあちこちの露

ろ

頭
とう

から化石を

採取できたようですが、現在は岩の崩落を防ぐために
露頭はコンクリートで覆われています。現在も化石を
見ることができるのは高峰橋東岸や宇津沢周辺です。
宇津トンネルや国道４号線の工事が行われた際には、
化石が大量に出土したそうです。昨年、町内にお住い
の上田四郎さんが、国道４号線沿いで昭和47年に採
集した大きな二枚貝の化石を町へ寄贈してくださいま
した。今後町では展示資料として活用していく予定で
す。もし他にも、化石を寄贈いただける方がいらっしゃ
れば、是非ご連絡ください。

Heritage & Essay 文化財と随想

上田四郎氏寄贈資料宇津沢ホタテ化石

後　

藤　

幸　

平

121

�

問合せ先／役場社会教育課生涯学習振興室☎ 72―3111

　

ま
る
で
Ｓ
Ｆ
映
画
を
見
て
い
る
よ
う
だ
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
感
染
列
島
、
小
松
左
京
、

そ
ん
な
単
語
が
一
挙
に
脳
裏
を
駆
け
巡
る
。

し
か
し
そ
れ
は
物
語
り
の
世
界
の
こ
と
。

と
こ
ろ
が
現
実
の
出
来
事
と
し
て
事
態
は

進
行
し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
被
害
。
小
中
学
校
一
斉
休
校
、
自

粛
、
渡
航
禁
止
、
悪
い
夢
を
見
て
い
る
の

だ
ろ
う
、
い
つ
か
覚
め
る
、
い
や
、
い
ま

目
の
前
に
あ
る
日
常
は
現
実
で
あ
る
。

　

一
か
月
位
前
か
ら
ど
う
も
右
肩
が
お
か

し
い
。
ス
ム
ー
ズ
に
上
が
ら
な
く
な
っ
た
。

最
初
は
痛
み
も
あ
ま
り
な
く
、
す
こ
し
不

自
由
程
度
の
も
の
だ
っ
た
の
に
、
徐
々
に

悪
化
し
、
と
う
と
う
夜
寝
て
い
て
も
痛
み

で
目
が
覚
め
る
。
診
療
所
で
痛
み
止
め
を

も
ら
い
、
鍼
と
灸
、
電
気
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

温
泉
入
浴
、
湿
布
を
ベ
タ
ベ
タ
貼
る
な
ど

の
対
策
に
追
わ
れ
て
い
る
。
困
る
の
は
議

会
に
お
い
て
、
議
長
に
議
案
説
明
す
る
場

面
で
あ
る
。元
気
よ
く
右
手
を
挙
げ
て「
議

長
―
」
の
シ
ー
ン
で
あ
る
。
こ
れ
を
実
行

で
き
な
け
れ
ば
町
長
は
務
ま
ら
な
い
。
上

が
ら
な
い
右
肩
を
無
理
に
上
げ
よ
う
と
す

れ
ば
左
手
で
右
肘
を
支
え
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
そ
れ
は
ま
る
で
花
笠
踊
り
を
踊
っ
て

い
る
よ
う
で
す
こ
し
気
が
引
け
る
。
一
説

に
よ
れ
ば
「
七
十
肩
」
は
左
右
同
時
に
発

生
す
る
と
い
う
。
幸
い
そ
こ
ま
で
は
至
ら

ず
に
左
肩
は
右
肩
の
代
役
を
し
て
く
れ
て

い
る
。
心
身
の
加
齢
症
状
を
回
復
に
向
か

わ
せ
る
の
は
適
度
な
運
動
と
正
し
い
姿
勢

だ
と
い
う
。
飯
豊
第
一
小
学
校
は
こ
の
度
、

「
立り

つ
よ
う腰

」
や
「
バ
ラ
ン
ス
ボ
ー
ル
」
を
使
っ

た
健
康
づ
く
り
運
動
で
全
国
最
優
秀
賞
に

輝
い
た
。
子
ど
も
達
の
姿
に
学
ぼ
う
。
右

肩
「
復
活
の
日
」
を
め
ざ
し
て
正
し
い
姿

勢
と
適
度
な
運
動
に
心
が
け
よ
う
。

　

日
の
出
を
待
っ
て
外
を
歩
け
ば
、
暖
冬

が
も
た
ら
す
自
然
の
営
み
に
驚
か
さ
れ
る
。

も
う
ア
ケ
ビ
や
ユ
キ
ヤ
ナ
ギ
の
新
芽
は
大

き
く
膨
ら
ん
で
い
る
。
道
端
に
は
薄
紫
の

小
さ
な
花
が
一
面
に
咲
い
て
い
る
。
ど
ん

な
と
き
で
も
自
然
は
不
変
で
あ
っ
て
ほ
し

い
。
目
に
見
え
な
い
ウ
イ
ル
ス
か
ら
身
を

守
る
の
に
は
、
風
通
し
の
良
い
場
所
、
濃

厚
接
触
を
避
け
る
こ
と
だ
と
い
う
。
大
自

然
の
風
さ
わ
や
か
な
、
人
口
密
度
二
十
人

と
い
う
飯
豊
町
の
環
境
は
、感
染
列
島「
復

活
の
日
」
の
ラ
ス
ト
シ
ー
ン
に
最
も
ふ
さ

わ
し
い
ス
テ
ー
ジ
で
は
な
い
か
。

　

そ
ん
な
思
い
を
巡
ら
せ
ば
い
つ
の
間
に

か
肩
の
痛
み
薄
れ
、
我
が
身
体
も
「
復
活

の
日
」
近
し
か
と
足
取
は
軽
く
な
る
の
だ
。

『
復
活
の
日
』
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　健康 ikiiki ＋では、町健康福祉センター（町健
康福祉課・町国民健康保険診療所）から、季節ご
とに旬な話題をお届けし、町民の皆さんの健康づ
くりを応援します。

今月の
テーマ 花粉症対策について

Ｈ Ｅ Ａ Ｌ Ｔ Ｈ

　今年は暖冬により花粉の飛散開始が早まる予想が出ています。今後、気温が
上がるにつれて、スギやヒノキなどの花粉が飛ぶ量が増えてきます。花粉症を
お持ちの方の中には、すでに鼻水やくしゃみ、目のかゆみ、のどの痛みなどの
症状につらい思いをされている方もいらっしゃるのではないでしょうか。本格
的な花粉症のシーズンを控えて、少しでも症状を和らげられるよう、対策を確
認しましょう。

◆問合せ先／役場健康福祉課健康医療室☎86-2338

花粉症とは？
　花粉症とは、アレルギー性鼻炎の一つで、樹木や草花の花粉が原因となって鼻水やくしゃみ、
目のかゆみ、のどの痛みなどの症状を起こす病気です。スギやヒノキなどが花粉症の原因として
知られていますが、それ以外にも約60種類の植物が花粉症を引き起こすと報告されています。
　花粉症の諸症状は、原因となる花粉が飛散する時期に現れます。スギやヒノキは春がピークで
すが、夏や秋に花粉が飛散する植物もあります。
　毎年決まった時期に花粉症の症状が出る人は、特定の植物の花粉飛散時期と重なっていないか
確認し、早めに医療機関を受診しましょう。

日々の花粉症対策について
　マスクやメガネなどを利用して花粉症を防ぎましょう。体に侵入する花粉をいかに少なくするかが、花粉症対策のポイ
ントです。花粉を防ぐことは、花粉症の症状を軽減するだけでなく、花粉症でない人が発症を防ぐ効果も期待できます。
◆外出時
　◇マスクの着用：吸い込む花粉を３分の１から６分の１に減らし、鼻の症状を軽くする効果があります
　◇メガネの着用：�花粉症用のメガネも販売されていますが、通常のメガネを使用するだけでも目に入る花粉量は減少します
　◇�花粉が付着しにくい服装：�ウールなど花粉が付着しやすい衣類は避け、綿、ポリエステルなど花粉が付着しにくい衣

類を選びましょう
◆帰宅時
　◇家の中に花粉を持ち込まない：建物に入る前に、衣類に付いた花粉を払い落としましょう
　◇うがいと洗顔：�外出先から帰ったら、のどに付着した花粉を除去するために必ずうがいをしましょう。また、顔を洗っ

て付着した花粉を洗い落としましょう

症状をやわらげるために
　医療機関を受診し、早めに予防・治療しましょう。
　花粉症の発症には、免疫機能の異常が関係していると言われています。発症や症状の悪化を
防ぐには、睡眠をよくとるなど規則正しい生活習慣を身につけるほか、適度な運動を行い、正
常な免疫機能を保つよう心がけましょう。また、鼻などの粘膜を正常に保つため、喫煙や過度
の飲酒も控えるようにしましょう。
　毎年、花粉症の症状が現れる人は、予防的に抗ヒスタミン薬などの薬を服用する「初期療法」
が効果的です。完全な予防にはなりませんが、症状が出てから治療を始めるよりも症状を軽減
し、花粉症の治療期間も短くなるなどの効果が報告されています。
　花粉症の治療方法は体質や症状によって異なりますので、医師とよく相談し、自分に合った
治療方法を選んでください。
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｜
お
題
／
「
華
」
ま
た
は
自
由
題
｜

華
や
か
な　

着
物
姿
に　

恋
い
深
む

華
や
い
だ　

ひ
な
壇
飾
り　

孫
は
し
ゃ
ぐ

ハ
ハ
ホ
ホ
と　

仲
間
家
族
の　

あ
た
た
か
さ

春
爛
漫　

さ
く
ら
見
物　

華
や
か
に

雨
水
過
ぎ　

華
や
ぐ
氷
柱　

春
萌
し

成
人
の　

晴
れ
着
姿
の　

華
や
か
さ

振
袖
の　

晴
れ
着
華
や
か　

孫
二
十
歳

人
生
も　

百
ま
で
生
き
れ
る　

時
代
か
な

世
界
中　

新
型
コ
ロ
ナ
に　

振
り
回
さ
れ

ゴ
ミ
箱
を　

折
っ
て
華
や
ぎ　

ボ
ケ
防
止

中
華
そ
ば　

細
い
が
長
い　

幸
せ
を

年
重
ね　

腰
曲
が
り
て
も　

心
華

追
憶
の　

ペ
ー
ジ
に
燃
え
た　

華
に
会
う

春
近
し　

襟
元
明
る
く　

華
や
か
に

華
や
か
な　

う
た
と
踊
り
で　

盛
り
上
が
る

留
守
役
の　

年
寄
り
華
や
ぐ　

茶
の
み
会

夏
祭
り　

編
ん
だ
花
笠　

華
の
列

早
見
っ
け　

心
華
や
ぐ　

ふ
き
の
と
う

萩
生

添
川

添
川

添
川

添
川

添
川

添
川

添
川

小
白
川

手
ノ
子

手
ノ
子

手
ノ
子

手
ノ
子

手
ノ
子

手
ノ
子

手
ノ
子

手
ノ
子

手
ノ
子

嘉
藤　

芳
子

佐
原　

や
す

中
澤　

貞
雄

志
田　

文
子

遠
藤　

敦
子

小
池　

忠
三

草
刈　

し
づ
子

髙
橋　

つ
ね
子

夢
城

齋
藤　

次
子

井
上　

信
子

竹
田　

カ
ツ

中
村　

文
子

髙
橋　

美
砂
子

井
上　

朝
子

遠
藤　

シ
ヅ

五
十
嵐　

光
子

川
﨑　

喜
美

　

作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
毎
号
先
着
18
名
（
１
人
１
作
品
）
を
掲
載
し
ま
す

◆
お
題
／
「
花
」
ま
た
は
自
由
題

◆
応
募
方
法
／�
掲
載
号
の
前
月
の
第
４
木
曜
日
ま
で
に
、未
発
表
の
自
作
の
川
柳
と
住
所
、

電
話
番
号
、
氏
名
（
ま
た
は
雅
号
）
を
明
記
の
う
え
、
は
が
き
ま
た
は�

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
応
募
し
て
く
だ
さ
い

◆
提
出
・
問
合
せ
先
／
役
場
企
画
課
情
報
推
進
室
☎
87-

０
５
２
２ 

FAX 

72-

３
８
２
７

高齢者を中心とした
� サロン活動実施地区を募集します!!
　地区住民の交流の場や気軽に集まれる場づくりとして、社会福祉協議会が活動を支援する「いきいきサロン」
があります。
　高齢になってもいきいきと暮らし続けられる地域づくりをご自分の地域でも始めませんか？お住いの地区に
「いきいきサロン」や「ほのぼのサロン」などの活動がなく、新たにサロンの実施を検討する場合は下記事項
にご留意の上、ご相談ください。
　なお、継続実施地区には別途、運営担当者宛てに申し込み書類をお送りします。

　いきいきサロンは、高齢者などが地域の公民館など身近な場所を会場に気軽に集まれる交流の場をつくる事
業です。自主運営が基本です。複数地区との共同開催も可能です。
◆申込要件／地域規模にもよりますが、10人程度の参加が望ましいです（年齢不問）
◆留意事項／公民館使用料や光熱水費は地区の負担です
◆費用／なるべくお金をかけずに行います
◆�活動支援／共同募金からの一部助成と用具の貸し出し
や傷害保険の加入、講師の調整などを行います
※�助成金額は実施地区数によって毎年異なります。光熱
水費や備品購入には支出できません
◆�実施期間／４月～翌年３月までの可能な範囲。月１回
でも、冬期間限定も可能です
◆会場／各地区・部落公民館など。個人宅も可能です
◆相談受付期間／３月25日㈬まで
◆相談方法／下記に電話でお問い合わせください
◆相談先／町社会福祉協議会事務局☎72-3353
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飯豊町役場
　TEL　0238―72―2111
　FAX　　　　72―3827
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ　www.town.iide.yamagata.jp
E メール　iide-info@town.iide.yamagata.jp

「 あ ～ す 」 ☎ 72–3111 社 会 福 祉 協 議 会 ☎ 72–3353 東 部 地 区 公 民 館 ☎ 74–2447
町 健 康 福 祉 課 ☎ 86–2233 ひ め さ ゆ り 荘 ☎ 74–2011 西 部 地 区 公 民 館 ☎ 75–2111
介 護 老 人 保 健 施 設 ☎ 86–2117 ス ポ ー ツ セ ン タ ー ☎ 72–3086 中 津 川 地 区 公 民 館 ☎ 77–2020
国民健康保険診療所 ☎ 72–2300 中 部 地 区 公 民 館 ☎ 72–2126 飯 豊 駐 在 所 ☎ 72–2245
付 属 中 津 川 診 療 所 ☎ 77–2330 白 椿 地 区 公 民 館 ☎ 72–2242 中 津 川 駐 在 所 ☎ 77–2110

2020年度�
労働基準監督官採用試験のご案内
　労働基準監督官は、労働基準関係法
令に基づいてあらゆる職場の立ち入り、
法に定める基準を事業主に守らせるこ
とにより、労働条件の確保・向上、働
く人の安全や健康の確保を図り、また、
不幸にして労働災害にあわれた方に対
する労災補償の業務を行うことを任務
とする厚生労働省の専門職員です。
　詳細はお問い合わせください。
◆受験資格
　１�　平成２年４月２日から平成
11年４月１日生まれの者

　２�　平成11年４月２日以降生ま
れの者で次に掲げるもの

　　⑴�　大学を卒業した者及び令和
３年３月までに大学を卒業す
る見込みの者

　　⑵�　人事院が⑴に掲げる者と同
等の資格があると認める者

◆採用予定数
　労働基準監督A(法文系)約185人
　労働基準監督B(理工系)約45人
◆インターネットによる申込期間
　令和２年３月27日㈮から
　４月８日㈬まで（受信有効）
◆受験申込方法
　人事院ホームページから申し込み
ください。
◇国家公務員試験採用情報NAVI
　�（https://www.j inj i .go.jp/
saiyo/saiyo.html）
◆試験日
◇第１次試験日／令和２年６月７日㈰
◆問合せ先／山形労働局総務課人事係
　☎023-624-8221

2020年度　国家公務員「国税専門官採用試験」�
（大学卒業程度）のお知らせ
　仙台国税局では、バイタリティー
あふれる国税専門官を募集していま
す。
　国税専門官は、国の財政を支える
重要な仕事を担い、税務署などにお
いて、調査・徴収・検査や指導など
を行う税務のスペシャリストです。
　詳細はお問い合わせください。
◆受験資格
　１�　平成２年４月２日から平成
11年４月１日生まれの者

　２�　平成11年４月２日以降生ま
れの者で次に掲げるもの

　　⑴�　大学を卒業した者及び令和
３年３月までに大学を卒業す
る見込みの者

　　⑵�　人事院が⑴に掲げる者と同
等の資格があると認める者

◆受験申込受付期間
　令和２年３月27日㈮から
　４月８日㈬まで
◆受験申込方法
　受験申し込みはインターネット申
込みとする。　　　　
◇国家公務員試験採用情報NAVI
　�（https://www.j inj i .go.jp/
saiyo/saiyo.html）
◆第１次試験日
　令和２年６月７日㈰
◆試験に関する問合せ先
◇仙台国税局
　人事第二課試験研修係
　☎022-263-1111　内線3236
◇人事院東北事務局
　☎022-221-2022

「やまがた子育て応援パスポート」�
電子画像のダウンロードはお済みですか？
　旧パスポートは、４月１日から使
えなくなります。詳しくは県のホー
ムページをご覧ください。
◇�協賛店で子育て世帯がパスポート
を提示すると、各種割引・優待サー
ビスや乳幼児連れの外出支援・応
援サービスなどを受けることがで
きます。下のようなステッカーを
掲示している店舗で使えます。

◇�パスポートの交付対象は、「18歳
未満の子どもまたは妊婦のいる家
庭」です。
◇�電子画像は、県ホームページから
専用の申請フォームにアクセスし
てお使いのスマートフォンに保存
または印刷してお使いください。
　※パスワード入力が必要です。
　※�パスワードは、対象者に市町村
窓口で配布するチラシに記載さ
れております。

◇�電子画像を利用できない家庭には、
紙のパスポートを配布しておりま
す。お住まいの市町村窓口へお問
合せください。
◆�問合せ先
◇教育総務課子育て支援室
　☎87-0518
◇山形県子育て支援課
　☎023-630-3345
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県営住宅入居者募集
◆県営住宅／飯豊アパート(萩生3893-3)
◇募集戸数／１戸（単身可）
◇間取り／６畳+６畳+4.5畳+DK
◇家賃／ 14,900円～ 29,300円
◇募集期間／４月13日㈪～ 17日㈮
◇入居可能時期／６月上旬
◆�申込先／置賜総合支庁西庁舎（長井
市）１階総合案内窓口☎88-8200
◆�問合せ先／県営住宅指定管理者㈱西
王不動産置賜事務所☎0238-24-2332
カヌーで「白川湖の水没林」を�

クリーンアップ
　水没林シーズンに先駆けてカヌー
に乗って白川湖の湖面清掃活動を行
います。最上川の源流域にある白川
湖を掃除して、美しい水没林をもっ
と美しく、きれいな水を川下へ送る
活動にご参加ください。
　詳細は町ホームページをご覧いた
だくか、お問い合わせください。
◆日時／４月18日㈯13:30 ～
◆場所／白川荘フロント前集合
◆内容／クリーンアップ（無料）
　　�（レンタルカヌーに乗って白川
湖面のごみ拾い、作業後に無料
ティータイム、ちょっぴりプレ
ゼント）

　※�カヌー初心者も、カヌーインス
トラクターが同行するので安心
してご参加いただけます

◇�希望者へのオプション（有料）
　夕食交流会
　�（白川荘の入浴と夕食交流会）
◆募集人数／ 25名（先着順）
◆�問合せ先／白川ダムビジョン推進
会議事務局（役場商工観光課）
　☎87-0523

（２月届け出分）

令和２年度の保険料率が�
変わります

　全国健康保険協会（協会けんぽ）
山形支部の健康保険料率は令和２
年３月（４月納付分）より現行の
10.03％から10.05％に引き上げと
なります。
　また、介護保険料率は、1.73％
から1.79％に引き上げとなります。
40歳から64歳までの方（介護保険
第２号被保険者）は、健康保険料率
に介護保険料率が加わります。
　加入者の皆さまの医療と健康を支
えるため、このようなご負担につき
まして、何卒ご理解いただきますよ
うお願い申し上げます。
◆�問合せ先／全国健康保険協会山形
支部企画総務グループ
　☎023-629-7226
いいでハイツの入居者を�

募集します
◆募集戸数／１戸（５階）
◆募集期間／４月６日㈪～ 10日㈮
◆住宅情報／萩生3623番地3
◇�間取り／３DK（６畳和室２室、
4.5畳和室１室、DK６畳）
◇家賃／５階　30,400円
◇�駐車場代／ 2,200円（１区画１ヶ
月あたり）
◆入居可能時期／４月下旬以降
◆�申込・問合せ先／役場地域整備課
建設室87-0516
「広報いいで」発行回数�
変更のお知らせ

　広報いいでが、４月から月１回の
発行になります。現在発行している
「お知らせ版」が廃止となります。
◆問合せ先／役場企画課情報推進室
　☎87-0522

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
世
界

的
な
流
行
で
、
学
校
の
休
校
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
な
ど
が
発
表

さ
れ
ま
し
た
ね
。
イ
ベ
ン
ト
な
ど

は
、
子
ど
も
た
ち
の
春
休
み
に
向

け
て
企
画
さ
れ
て
い
る
も
の
も
多

く
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
さ
ぞ
残

念
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
冬
は
記
録
的
な
少
雪

の
冬
に
な
り
ま
し
た
。
雪
が
降
る

地
域
に
雪
が
降
ら
な
い
と
い
う
の

は
、
子
ど
も
の
遊
び
、
地
域
の
行

事
な
ど
、
様
々
な
影
響
が
あ
る
よ

う
で
す
。
こ
の
異
常
気
象
が
、
昨

年
の
よ
う
な
台
風
被
害
な
ど
を
引

き
起
こ
さ
な
け
れ
ば
い
い
な
と
憂

慮
し
て
い
ま
す
。�

（
ひ
ろ
き
）

心からおくやみ申し上げます
住　所 氏　　名 年齢

小白川 下 野 舩 山 健 輔 さん 86
添 川 昭 和 伊 藤 良 夫 さん 92
添 川 上 代 勝 見 久 男 さん 69
椿 厚 生 安 部 晴 男 さん 70

萩 生 中ノ目南 阿 部 ひ で さん 90
萩 生 中ノ目南 後 藤 六 栄 さん 94
中 沖 竹 田 啓 子 さん 63
椿 財津堂 木 村 房 子 さん 98

萩 生 町 西 後 藤 て う さん 91
椿 諏 訪 長沼忠右衞門 さん 68

高 峰 西 向 髙橋ふみ さん 104
萩 生 石 原 渡 部 利 男 さん 88

【２月分】 （　）内は対前月比
世帯数 2,354 (-5) 転入 8

人
　
口

男 3,427 (-5) 転出 9
女 3,543 (-5) 出生 5
計 6,970 (-10) 死亡 14

人の動き

※�この欄に掲載を望まない場合は届
け出の際にお申し出てください。

Information お知らせ

お誕生おめでとうございます
住 所 氏　　名 ご両親

萩 生 阿 部 冬
ふ う あ
歩 ちゃん（ 渉 　　

知 香

萩 生 黒 澤 蓮
れ ん と
叶 く ん（ 健 人

結 香

萩 生 沼 澤 陽
ひ な た
大 く ん（ 祥 平　

美保子

萩 生 小 松 莉
り り あ
明 ちゃん（ 崚 　　

亜 希

中 柏 倉 承
こ と ね
音 ちゃん（ 祐 司　

由加里

ご結婚おめでとうございます
住 所 氏　　名

（ 中 長 岡 恒 平 さん
山 形 市 氏 家 千 翔 さん



この広報紙は再生紙を使用し、植物油インキで印刷しています。

第８回　 伊藤 よし さん
私とS

エス ディー ジー ズ

DGs ～持続可能な私の取り組み～

　広報いいででは、SDGs（エス・ディー・ジーズ：持続可能な開発目標）について皆さんに知っていただく
ため、連載形式でSDGsに関する町の取り組みなどをお知らせしています。
　実は身近に存在するSDGsについてインタビュー形式で掲載します。

私 の Ｓ Ｄ Ｇ ｓ
フ ァ イ ル ． ８

伊
い
藤
とう
 よしさん

中津川岩倉在住。
菅笠づくりに60年以上携わる。
山形の夏を彩る「山形花笠まつ
り」には、毎年中津川で生産さ
れた笠が使用されている。

菅笠を編む伊藤よしさん 山形の夏を彩る山形花笠まつり

ー�

は
じ
め
に
、
ご
自
身
に
つ
い
て
ご
紹
介
く

だ
さ
い

　
伊
藤
よ
し
で
す
。
農
家
用
の
富
士
笠
や
花

笠
ま
つ
り
な
ど
で
も
使
わ
れ
る
菅
笠
を
作
っ

て
い
ま
す
。

ー�

菅
笠
づ
く
り
の
き
っ
か
け
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い

　
小
さ
い
頃
か
ら
菅
笠
作
り
の
手
伝
い
を
し

て
き
ま
し
た
が
、
本
格
的
に
作
る
よ
う
に

な
っ
た
の
は
、
嫁
い
で
か
ら
の
冬
の
手
仕
事

と
し
て
始
め
ま
し
た
。
昔
は
働
く
場
所
も
多

く
な
か
っ
た
の
で
、
お
姑
様
の
作
る
様
子
を

見
な
が
ら
覚
え
ま
し
た
。

ー
菅
笠
を
作
る
時
期
は
い
つ
で
し
ょ
う
か

　
秋
の
刈
り
入
れ
が
終
わ
っ
て
11
月
頃
か
ら

菅
笠
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
す
。
雪
が
解
け
て

田
畑
の
作
業
が
始
ま
る
ま
で
の
４
月
か
ら
５

月
の
中
旬
ま
で
が
笠
作
り
の
時
期
で
す
。

ー�

具
体
的
に
は
ど
う
い
っ
た
作
業
工
程
に
な

る
の
で
し
ょ
う
か

　
材
料
と
な
る
ス
ゲ
は
、
７
月
中
旬
か
ら
お

盆
過
ぎ
頃
ま
で
刈
り
ま
す
。
刈
っ
た
ス
ゲ

は
、
雨
や
夜
露
に
当
た
ら
な
い
よ
う
に
乾
燥

さ
せ
ま
す
。
乾
燥
す
る
と
ス
ゲ
が
白
く
変
色

し
、
淡
い
ク
リ
ー
ム
色
に
な
り
ま
す
。
乾
燥

し
た
ら
長
さ
を
揃
え
、
使
う
部
位
ご
と
に
分

け
、
裂
い
て
編
み
の
行
程
に
備
え
ま
す
。

　
菅
笠
の
骨
格
と
な
る
笠
骨
は
、
ほ
お
の
木

と
そ
れ
を
支
え
る
竹
か
ら
な
り
、
地
域
の
男

性
の
担
い
手
に
よ
っ
て
作
ら
れ
ま
す
。

　
そ
こ
に
ス
ゲ
を
編
ん
で
い
く
の
で
す
が
、

ま
ず
始
め
に
内
側
を
編
ん
で
い
き
ま
す
。
そ

の
後
、
外
側
の
笠
を
糸
と
針
で
編
ん
で
い
き

ま
す
。

ー�

ひ
と
つ
の
菅
笠
で
も
多
く
の
作
業
工
程
が

あ
る
ん
で
す
ね

　
編
み
あ
げ
る
作
業
で
は
、 

笠
ひ
と
つ
を
仕

上
げ
る
の
に
２
時
間
ほ
ど
か
か
り
ま
す
。
私

の
場
合
、
一
冬
か
け
て
約
三
百
個
ほ
ど
作
る

の
が
精
一
杯
で
す
。

　
一
つ
の
笠
を
作
る
の
に
も
、
笠
の
骨
組
み

を
作
る
男
手
が
必
要
で
す
し
、
笠
を
縫
う
際

に
使
う
針
な
ど
も
、
昔
地
元
の
人
に
作
っ
て

も
ら
っ
た
も
の
で
す
。
た
く
さ
ん
の
人
の
手

に
よ
っ
て
笠
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

ー�

一
方
で
、
菅
笠
の
作
り
手
は
以
前
に
比
べ

て
少
な
く
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す

　
以
前
は
40
人
ほ
ど
が
作
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
で
は
笠
の
編
み
手
の
女
性
は
15
人
ほ
ど
で

し
ょ
う
か
。
笠
骨
を
作
る
男
性
の
担
い
手
不

足
も
深
刻
で
す
。

　
菅
笠
も
そ
う
で
す
が
、
昔
か
ら
私
た
ち
は

身
近
に
あ
る
素
材
を
上
手
に
活
用
し
て
、
暮

ら
し
に
役
立
て
て
き
ま
し
た
。

　
菅
の
刈
り
取
り
や
乾
燥
な
ど
、
大
変
な
作

業
も
多
い
で
す
が
、
昔
の
暮
ら
し
の
知
恵
や

文
化
を
伝
え
ら
れ
れ
ば
良
い
と
感
じ
て
い
ま

す
。
手
の
動
く
う
ち
は
、
菅
笠
づ
く
り
を
続

け
て
い
き
た
い
で
す
。

ー�
冬
の
間
に
中
津
川
で
作
ら
れ
た
菅
笠
が
、

山
形
の
夏
を
彩
る
花
笠
ま
つ
り
で
使
用
さ

れ
て
い
ま
す

　
地
区
の
婦
人
会
活
動
で
、
花
笠
ま
つ
り
に

参
加
し
た
こ
と
も
あ
る
ん
で
す
よ
。

　
華
や
か
な
踊
り
手
が
、
飯
豊
町
で
作
ら
れ

た
菅
笠
を
手
に
、
一
人
で
も
多
く
の
人
に
笑

顔
で
踊
っ
て
も
ら
え
れ
ば
嬉
し
い
で
す
。


